
 

 

 低圧進相コンデンサからの火災は梅雨から夏期に発生しやすく、本年６月に

も当消防本部管内でコンデンサに起因する火災が発生しています。また、コンデ

ンサ火災のほとんどが長期使用に伴う絶縁劣化によるものです。 

 低圧進相コンデンサは工場、作業場等の大型機械、業務用冷蔵庫等の動力用と

して使用されています。夏期に入り本格的な暑さが進むと、コンデンサ本体の温

度も上昇して絶縁劣化が進行し火災が発生する危険がありますので、分電盤に

古いコンデンサが使用されていないか点検しましょう。 

 

【コンデンサ火災の特徴】  

１ コンデンサは劣化しても通常通り使用できるため異常に気付きにくく、突如、煙や

炎が噴出し出火します。 

２ 機械を使用していなくても、メインブレーカーを切らなければコンデンサに電圧が

かかっているため、日中夜間問わず、常に出火危険があります。 

３ 年間を通じて夏時期に多く発生しており、そのほとんどが使用年数３０年以上と

なっていました。 

 

【コンデンサ火災を防ぐために】 

１ 機械を使用しないときはメインブレーカーを切り、コンデンサに電圧がか

からないようにしましょう。 

２ 昭和５０年（１９７５年）以前に製造された製品には保安装置が内蔵されて

いないため、被害が拡大する危険性がありますので使用の停止や交換等が必

要です。 

３ おおむね１０年以上経過したものは、専門業者による点検を受け、計画的に

交換しましょう。 

 

 



【コンデンサの実例】 

設置例              火災事例 

 

・金属製の箱状のもので      ・コンデンサが絶縁破壊を起こし、 

 コンビーフ等の缶に似ている    熱膨張して外蓋が捲れるように出 

・製造年は正面に張られた銘板    火している 

で確認できる             
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